
 

 

 

 

 

 

 

 

  ごあいさつ 

（会長 秋元英郎・秋元技術士事務所） 

 

   2013年も既に１／３が過ぎ去りました．安倍政権のアベ

ノミクスによる円安・株高によって国民の財布の紐も緩み始

めています．このような状況になると，ただ安いだけのビジ

ネスモデルは成り立たず，高級感・品格のある製品が求めら

れてきます．加飾技術研究会は今年度も自主企画，タイアッ

プ企画，協賛行事に取り組んでいきます．  

   5月21日，22日に開催されるプラスチック成形加工学会  

年次大会では加飾技術セッションが設けられ，加飾技術研究

会が協賛団体になっています．5月27日に型技術協会主催で

開催される加飾セミナーにも加飾技術研究会が協賛していま

す．これらの協賛行事には会員価格で参加できるため，積極

的な参加をお願いします．6月18日にはもはや恒例となった，

日刊工業新聞社との共同開催である高級感セミナーが大阪で

開催されます．ここで，会員の皆様にお願いがあります．是

非とも発信側になってください．研究会は格好をつけた講演

会ではなく，議論の場です．是非とも議論のベースになる情

報提供をお願いします．（加飾技術研究会   会長   秋元英郎）

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

I    Innovat ive  Surface  Decorat ion  Forum  

代表理事   平野輝美  

   加飾技術研究会では，2012 年 6 月に開催された

Innovative  Surface  Decoration  Forum  2012  にて講

演を行いました．その時には，代表理事平野が加飾技術研

究会の紹介を行って，幾つかの加飾技術を紹介させていた

だきました．そして，引き続いて2013年も参加してきま

した．前号で紹介しましたように弊会の会員でツアーとし

て参加してきました．概要を紹介しましょう．  

  

   Innovative  Surface  Decoration  Forum  2013  

   主催     

   2013年3月２6日—―２7日，中国・上海（会場SAN  

WANT  Hotel）  

   参加者   200人（概数）  

  

  

   インモールド装飾形成技術／塗装／フィルム加飾など，

プラスチック成形品に対する加飾技術全般が多いように思

います．“色”の基礎講座のような講演もありました．  

  

      現地状況  

   Innovative  Surface  Decoration  Forum  2013で講

演（デモストレーション）させていただき，会場前に展示

ブースを確保しました．  

   中国で加飾技術や資材のビジネスを実施されている  

  

      講演  

   今回はご参加頂きました前田教授と橋本理事にお話を頂

きました．  

▶前田教授  

   プラズモン加飾のお話を頂きました．講演の後には参加

者から質問が寄せられ，発色について議論がなされました．

やはり講演会ですから教授の登壇は良いですね．  
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▶橋本理事  

   マイクロ銀鏡塗装システムを使ってデモストレーション

を行いました．初めて国外の講演でデモを行うことを計画

しました．このためには，実際に資材を持ち込む必要があ

ります．問題無く移動できるか，懸念していました．しか

し拍子抜けのほど何事も無く入国しました．また，気にし

ていました電源についても解決して，壇上でデモストレー

ションを行いました．  

   実際に処理をデモすると，講演の効果は別格ですね．参

加頂いた方からの質問も極めて多数で，本当にもう，質問

攻めでした．ちょっと驚きです．  

  

      余談  

会場は，上海の西側で，新興のビジネス街にある５つ☆の  

ホテルでした．写真をお見せしましょう．立派なホテルで，

部屋は豪華（２部屋続き）でした．注目は使用されている

キャラクタです．大手食品メーカー系らしいです．コメン

トは控えます☆  

  

  

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

   2012 年度印刷・情報記録・表示研究会講座  

   平成24年2月4日(月)に高分子学会  印刷・情報記録・表示

研究会が主催する研究会で講演しました．今回の講座では，

印刷やコーティング技術等の進展により我々のライフスタイ

ルに大きな変化をもたらす可能性のある将来像を俯瞰する視

点から，産業用途から医療用途までの多岐に亘る講演があり

ました．確かに印刷技術は情報記録の基礎技術であると思い

ます．  

  

      以下に講演会の概要を紹介します．  

協賛   紙パルプ技術協会  色材協会  日本印刷学会  日本写

真学会  日本木材学会  画像電子学会  日本画像学会  

日時   ４（月），5日(火)  

会場   産業技術総合研究所   臨海副都心センター  

  

      学会系の研究会でしたので，大学関係者が多かったで

すね．さらに，企業の方も運営に参加されていて活発に活

動されているようです．  

   加飾の基本的なお話をさせていただきました．『加飾』も

情報記録であるとの観点からです．  

   今回は皆様にご案内しなかったのですが，今後は随時ご

紹介したく思います．  

  

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

        産業交流展２０１３   のご案内  

代表理事   平野輝美  

   毎年，ビッグサイトにて大々的に開催されております産

業交流展において，本年も加飾技術研究会としてブースを

確保しようと計画しております．会員の皆様と連携を持っ

て共同出展させていただきたいと思っております．  

  

      概況  

   図に２０１２年の参加概況をご紹介しましょう．３日間

で約３万５千人の方にご来訪頂きました．ご参加頂いた人

数は昨年と同じ位のようです．  

  

      共同参加  

   ２０１３年は１０月３０日〜１１月１日の予定で開催さ

れます．みなさま，共同出展にてご一緒しましょう．  

  
-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-  



 

     日刊工業新聞社共催『加飾セミナ』のご案内  

代表理事   平野輝美  

   日刊工業新聞と共催で，「加飾セミナ」を開催します．本

年度は，東京：大阪：６月１８日（火曜日），東京：８月７

日（水曜日，予定），名古屋：秋頃（未定）の合計３回を計

画しております．皆様，ぜひ，ご参加ください．  

   ６月に予定しております大阪開催のプログラムをご紹介

しましょう．  

  

開催日：２０１３年６月１８日，１３：１０～  

場所：日刊工業新聞社   大阪支社セミナールーム  

  

加飾のトレンドと展開（前田教授）キラキラ感の付与  

金属調塗装（銀鏡）  （（株）表面化工研究所，橋本社長  

金属ナノ粒子加飾   （東海大学工学部，前田教授）  

  

フィルム加飾と韓国の状況について  

フィルム加飾   （ウィッエル・依頼中)  

フィルム加飾について（LG電子・ミンさん招聘予定）  

韓国の加飾について  （LG電子・ミンさん招聘予定）  

  

オンデマンド加飾  

オンデマンド水圧転写ＲＰ（デモストレーション／松井氏）  

まとめと質疑      （弊会，平野）  

  

   詳細は決まり次第   ｋａｓｙｏｋｕ．ｏｒｇにアップし

ます．また，日刊工業新聞社情報サイトにて広報いたしま

す．  

  

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-  

   燕三条ものづくり連携フォーラムのご案内  
事務局  

   加飾技術研究会にて招待講演をさせていただきました燕

三条地場産業振興センターでフォーラムが開催されます．

ご案内頂きましたので皆様に紹介いたします．  

  

   新潟県のほぼ中央に位置する燕三条は，洋食器や刃物な

どの製品製造だけでなく，プレス加工，鍛造加工や研磨な

どの専門企業など，約3,000社の製造企業が集積する国内

有数の金属加工の産地です．  

   （財）燕三条地場産業振興センターは，燕市及び三条市

（「燕三条市」ではなく）と両市の商工団体等から出捐を受

け，両市の産業支援を行っています．  

   このたび当センターでは，2013年9月19日（木），

20日（金）に「燕三条ものづくり連携フォーラム」を開催

いたします．この展示会は燕三条地域の企業に対して，内

外の先進的な技術を紹介して頂き，マッチングの機会を提

供するイベントです．  

   昨年までの2回の展示会では，イオンプレーティング，

レーザーマーキングや各種素材，そして新潟県内の工学系

教育研究機関の出展があり，様々な連携や商談が行われま

した．また本展示会は「バリ取り仕上げ加工技術展in燕三

条」（（公社）砥粒加工学会   バリ取り加工・研磨布紙加工

技術専門委員会   主催）と同時開催となっております．  

本展示会に加飾技術研究会及び会員の皆様からご出展頂き，

燕三条の企業と新たな連携が生まれることを願っておりま

す．皆様のご出展をお待ちしております．

***********************************************  

2013   燕三条ものづくり連携フォーラム概要（予定）  

併催：バリ取り仕上げ加工技術展in燕三条  



 

会期：平成25年9月19日（木）～20日（金）  

会場：燕三条地場産業振興センター   メッセピア多目的ホ

ール  

内容：表面処理関連技術，その他加工関連技術，バリ取り

関連技術（バリ取り仕上げ加工技術展）  

来場者目標：1,800名   （平成24年度は   923名）  

***********************************************  

主催：財団法人燕三条地場産業振興センター（担当   平賀）  

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

   第五回定時総会のお知らせ  
事務局  

   加飾技術研究会第５期が終了しました．第５回定時総会

を６月１４日に開催いたします．  

  

日時：６月１４日，１８時〜  

場所：新橋，加飾技術研究会事務所（株式会社ＧＧＫ内）  

〒１０５−０００３東京都港区西新橋二丁目８番１号ワカ

サビル  

  

   ２０１２年度の決算報告と実施内容のご報告をさせてい

ただきます．また，新年度の計画をご相談したく思います．  

   皆様ご参集ください．  

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

      特許明細書における『加飾』（代表理事   平野輝

美）  

   『加飾』という言葉は，最近では頻繁に耳にするようにも

なりました．この言葉，きっとどこかで誰かが，最初に使っ

たように思います．誰かの造語と思います．  

   前号に続いて，特許庁のＩＰＤＬを検索してみました．前

号では『加飾』という単語について検索しましたが，その内

容についてもう少し検討してみました．  

   図１に『加飾』をキーワードとして検索された特許出願に

ついて，その分類と件数推移をグラフに示します．このグラ

フから，『加飾』としてフィルムを活用したものが大きな割合

を占めていることが明らかになります．  

   事業としての市場規模としては，フィルムを使用すること

が主要なものであることが理解されます．『加飾』に関する特

許  

   そこで，検索対象を「要約＋請求項」（特許出願）として再

度検索しました．検索結果を図２に示します．１９９１年に

初めて『加飾』を考えての『加飾』という言葉が使われたこ

とが理解されます．  

  

図１   『加飾』を含む出願の分類と推移  

-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=- 

 

 
 

加飾技術研究会事務所紹介 ：新橋にあります平野技術士事

務所内にて活動させて頂いております．ご入会申し込み，質問，そ

の他何でも，メールにてお問い合わせください．ｅ−ｍａｉｌ  ｉｎｆｏ＠

kasyoku．org です．地図を載せます．右端の駅が新橋です．上が東

京方向です．近くまでお越しの際はぜひお立ち寄りください （訪問

前には電話をご一報ください．０９０−３６９４−７８６４です）． 
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